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論文内容要旨
ls論文 の 目的
本論文は、 近年 の 「性別越境」(二元論的性別観 か ら逸脱す ること)に 関連する様 々な社
会的現象(自 身 の性別 に違和感 を覚 える人々の自己像,か れ らを取 り巻 く医療言説,当 事
者団体,当 事者言説,家 族等)の 変化 を考察す ることで、近代的なジェンダー概念や 自己
像が,今 目どのよ うな変化 を迎えているかを明 らかにすることを、目的 としてい る。
先述 した諸 現象 を分析 しつつ筆者 はまず、近年 において 「性別越境」を取 り巻 く社会的
環境が大 きく変化 しているこ とを、明 らかにす る。1990年代、医療界で 「性 同一性障害」
概念が疾病概 念 として登場す るまで、 「性別越境」は、サブカルチャーあるいは個人的秘密
の中に しか存在 しえなかったが、1990年以降、医療世界を中心に 唯 別越境」 に対する社
会的受容 がな され るよ うにな り、大 きく状況が変化 した。
筆者 は、この状況変化が、当事者 の 自己像 にも変化 を生 じさせていると主張す る。すな
わち、「性別越 境」に対する社会的規範の寛容性が乏 しかった時には、多 くの当事者が、「男
性か ら女性へ 」 「女性か ら男性へ」 とい うよ うに、二元論的 ジェンダー観に基づいてf別 の
性別」 を自己像 とす ること(それゆえ性別転換を望む こと)を主張 していた。筆者 はこの
ような二元論 的ジェンダー観 に基づ く自己像を、近代的ジェンダー観 に基づ く自己像 と規
定する。 けれ ども 「性別越境」 に関す る社会規範は、 「性同一性障害」に対す る社会的認識
の普及 によって次第に変化 し、「性別越境」に対す る受容性 ・寛容性が増大す るよ うになる。
筆者はこのよ うな事態 を、「多様性言説」の一般化 とい う事態 として把握す る。 またこの事
態に伴 うように、当事者たちの中に、次第に、 どち らの性別にも明確には同一化できない
性別に対す る曖昧性を含んだ 自己像を、 自らの自己像 とす る人々が増 えた ことを、筆者は
様々なデータゆ ら明 らかに してい く。そ して、 この ような 自己像を、「独 自化 する自己像」
と名付 ける。
その上で筆者 は、このような ・「独 自化する自己像」を持っ当事者 たちの 自己意識 を、安
定性を欠 き常 に変化 し続けているとい う点等か ら、ポス トモダニティ論によって解釈可能
であると規定す る。 「独 自化す る自己像」は、 「性の多様性を認めよ」 とい う当事者 たちの
主張が社会に受 け入れ られることによって成立 した。 しか しまさにその 一「独 自化す る自己
像」を持っ当事者たちは、ポス トモダン的自己と同 じように、 「独 自化す る自己像」である
がゆえに、性別越箋を 「自己責任 として引き受 けていく孤立化せ ざるをえない」 自己で も
ある。 「性 同一性障害」 当事者 の自己像の変遷 は、ま さに現代社会に生きる我々の 自己像の















三章 医療言説におけるゆ らぐジコ・ンダー概念 と再帰的 自己
1は じめに
2新 しい性別越境概念 の登揚 と批判の検討
3ポ ス トモダンにお けるアイデ ンティティ ・身体 ・リスク
4「 性同一性障害に関する診 断と治療のガイ ドライ ン」の分析









五 章 トランスジェンダーの性1こ関する意識は どう変 遷したか



















今 日的な国内の性別越境概念 がk、かに して構築 されたかについて・その歴 史的背景 を把
握 した.19世紀以降の西洋社会,主 にアメリカの医療言説の動向な ども含 めて,異性装や,
性別越境概念 の変遷について整理 した.'また,国 内についても,近 代以前の性別越境概念
のあ り方,西 洋的な価値観 が生 じた後の歴史を概観 しなが ら,主 に1990年代以降に起 こっ
た 「性同一性障害」概念の登場 に焦点 を当てて,医 療言説 が構 築 されるまでの様子をま と
めた.
2章:カ テゴ リー とのずれ を含 む 自己像
トランスジェンダーの人々の曖昧な自己像 について,3名の性別に違和嬢を覚える対象者
へのイ ヒタビューデー タをもとに考察を行った・ との章 では・ 当事者たちの二元論的でな
い 自己像 について,こ れを 「アクチュアル ・アイデ ンテ ィティ」 と定義 し,そ の特徴や社
会学的な意味について整理 した.こ れ は,個 々人が社会的表象 とのずれのなかに構築 され
る再帰的な 自己像であ り,独 自で唯一の もの として,個 々人に認識 されている・また,こ
tうした独 自性 の追及 は,身 体についても指摘できた.
3章1医 療言説にお けるゆ らぐジェンダー概念 と再帰的自己L・
国内における医療言説の変遷について考察した・性別越境者の治療方針として・国申で
最 も権威をもつ,日本精神神経学会 の 「性 同一性障害に関する診断 と治療のガイ ドライン」
に注 目し,そ れぞれの版の改定後に,ジ ェンダー,あ るいは性別越境概念がどの ように定
義 され,扱 われるようになっているかを把握す る.版 を重ねるにつれて,ジ ェンダーがよ
り多様で選択 的なものと定義 されるようにな り,それ と同時に,選 択の 自己責任化が起こ
っていることを指摘 した.
4章=「性同一性障害者」¢ 自己捷示の変容
あ る国内当事者団体の活動に焦点を当てて,そ れが,ど の ように変化 していったのか,
及び,そ の理由について明 らかにした.こ の団体の活動は,は じめは,F性同一性障害」 に
っいての社会への啓蒙であったが,調 査時点 では,当事者個人 を支援す る活動へ と変わっ
ていた.か れ らの活動に とって,性 同一性障害 とい う集団的な表象 はよ り重要性 を失い,
カテ ゴリーを脱構築する よ うなコミュニケー ションのあり方が求め られた り,また,非 当
事者 との関孫 性において,個 人の能力や 自己責任化 が重要化 しτいた.
5章:ト ランスジェンダーの性に関する意識 は どう変遷したか
トランスジェンダーを題材 にした演劇 団体 の台本の分析を行った.2000年か ら,2011年
まで に上演 された,こ の団体の本公演{D台本 全てを分析 し,時 間を追 う毎 に主人公像の描
かれ方や,テ ーマが どの よ うに変遷 しているかを考察した.当 初 は,二 元論的なジェンダ
ー観 を有す る登揚人物た ちが描 かれ,「性同一性障害」の理解 と受容 を求 めていたが,後期
の作 品では,登揚人物のジェンダーは多様化,曖昧化 し,「痛みの共 同体1」.とでもい うべき,
当事者 と非当事者 は何が しかの生きづ らさを抱える互いに対等な存 在として描 かれ,当 事.
者 の側からのより深い他 者理解が求め られ るようになっていた.
6章:ト ランスジェンダーの親の当事者理解 と関係性構築 に関す る考察
12名の トランスジェンダーの子 をもつ親を対象 に行った調査 の結果について記述した.
子の受容過程 と,親 のジェンダ 一ー アイデンティテ ィへの影響を考察 した.受 容のために
は,し ば しば親 の環境の再編成が求められ,ま た,多 様性 を尊重する価値観 を内面化す る
なかで,親 自身 のジェンダー ・アイデ ンティティも多様な ものと して認知 されていた.ま
た,子 の受け入れ には男女差があ り,多様な性の価値観を受け入れ るのは主に女性であっ
た.
7章 多様 往言説 とポス トモダニティ
ポス トもダニテ ィ論 と接合 しなが ら,性別越境概念の現代的特徴が,近 代的 なジェンダー
観や人々の自己像 に与えている影響について社会学の見地か ら理論化を試みた.フ ーコー
が描いた近代 的な性 のあ り方 と,現代のそれ とは何が異なるのかに関 して考察を行 い,ま
た,1章か ら6章 までに得 られた知見を総合 し,現代的な性 の特徴 について描きだ した.性
の脱構築は,戦 略的に行 われ るものか ら,自律的にそ うな らざるを得ない ものとして変化
し,人 々の性 に関す る自己像は,よ り再帰的かつ曖昧で複雑なもの となっている.
審査結果
,本論文は(筆 者が長年行ってきた 「性同一性障害」当事者や当事者が作る諸団体、当事
者 の家族等 に対す るインタビュー調査をデー タとしている。他の様々なマイ ノリテ ィと同
じく、「性同一性障害」 当事者に対す る調査 は、被調査者 との信頼関係な くしては行えない
調査である。筆者 は、学部時代や修士時代か ら培ってきた当事者団体 との信頼関係 に基づ
いて、貴重な調査結果 を得てお り、その点において、まず高い学術 的意義が ある。特 に、「性.
同一性障害」 当事者 の家族に対す るイ ンタビュー調査 は、非 常に貴重であ り、両親特に母
親の苦 しみや 受容過程等、今後の支援施策にも資す ることが出来 る重要 な知見を含んでい
る。
そ うした貴重なデー タの上に、筆者 は、「性同一性 障害」 に関す る先行研 究では指摘 され
ていない、 自己像 の近年の変化 に焦点を当て、その背景 と影響を描 き出 した点において、
傑出 している。確か に先行研究では、FTXやMTk等 、移行す る性別が明確で ない当事
者 の存在は指摘 されていたが、彼 らの自己像 を、「多様性言説」との関連性 において把握 し、
ポス トモダニティ論に位置付けたのは、筆者オ リジナルな見解で ある。ー またポス トモダニ
ティ論その他 の社会理論の理解 も的確であ り、論証も適切である。
特に本論文は、従来 「性同一性障害」 当事者運動に寄 り添 う形で、当事者 たちの主張を
なぞ るよ うな知見 を出 しがちだった先行研究 と異な り、研究者視点に立ち、「多様性言説」
のパ ラ ドックス とも言ン・得 るよ うなポス トモダン的 自己の問題 を示唆 している点 において、
他の類似論文 とは大 きく異 なってお り、筆者の洞察力には高い評価 を与え られるべ きであ
る。 口頭試問 においては、「独 自の 自己像」 を持っ当事者たちの苦 しみや、社会運動の課題
等について、 よ り積極的な提言があって もよかったのではないか とい うこと等が指摘 され
たが、対象・や知見 に対 して性急な評価 を行 うことな く、記述 に徹 した姿勢 は、筆者 の今後
の研究者 としての大成 を期待させ るものである とい う点では、評価が一致 した。またこの.
ようなや りと りを通 じて、審査委員は、筆者の学識 と研究者姿勢が、非常に優れた もので
あることを確認 した。
以上 の評価 に基づき、審査員一同一致 して、石井 由香理 に、博士(社 会学)の 学位を授
与することが適当で あると判断 した。
